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聞こえに不自由している方に「会話に文字を使用することでコミュニケーションをと

りやすくなる」ことを知ってもらい、要約筆記の利用者や仲間を増やすという目的で、

周知活動を行いました。３月２日に開催された「コンパルホール博覧会 2019 春」の一

角をお借りして、会員７名が参加しました。 

１階ロビーに新しいのぼり旗を掲げ、前年度購入の iPad を体験ブースに設置。 

要約筆記の DVD(全要研大分支部作成)をパソコンで放映しながら「筆談と要約筆記」の

チラシを配布し、参加者を募りました。 

家族が聞こえにくくなって、という切実な声もあり、UDtalk などの紹介や筆談キット

のプレゼントも喜ばれました。 

会長を始め先輩方の丁寧な対応をみて、積極的な周知活動のためにはまず、自分が良

く要約筆記を知ることが必要と思いました。 

 「できること」「できるだけ」「できる時に」 

要約筆記周知活動 活動報告 

 
私たちの仲間に 

なりませんか？ 

子どもたちも 

参加！  

来場者には 

筆談キットの 

プレゼントも 
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            2019 年 1 月 10 日に、全難聴（全日本難聴 

者・中途失聴者団体連合会）より、「要約筆記利用 

ハンドブック」が発行されました。 

   要約筆記を利用したいと思っている方はもちろん、 

要約筆記者・要約筆記養成講座の受講生のみなさん 

へ難聴者が作った要約筆記を利用するためのハンド 

ブック。要約筆記者養成テキストの副読本としても 

最適な一冊。要約筆記利用者の体験談も掲載された内容は必見！ 

購入希望者は、難聴者協会の小倉さんまでお申し込みください。 

1 冊 1000 円(税込・送料別)です。 

気になる内容は 

こちら⇒ 

 

 

☆詳しくは、全難聴の HP をご覧ください 

URL https://www.zennancho.or.jp/ 

 

第１章  要約筆記の利用  

第２章  要約筆記を活かす 

第３章  要約筆記と難聴者 

第４章  要約筆記とは  

目 

次 

 

周知事業のためのブースに、来場者の目を引くように 

大きなのぼりを立てました。デザインは、知り合いの 

デザイナーさんに依頼し、とても素敵なものが出来ました。 

大きなのぼりが 2 種 2 本、 

卓上ミニのぼりが 3 種 5 本。 

繰り返し使える優れもの。 

            今後も、いろんな 

イベントに役立てそう 

です。 

60cm×180cm 

台付きの大きなのぼり 

10cm×30cm 

卓上ミニのぼり 

難聴者とその支援者のための 
「要約筆記利用ハンドブック」
が発行されました！ 

特
注
の
ぼ
り
に 

ご
注
目
！ 


